「しゃ ッ、 しゃ ッ、 しゃ あつ— 」 

寄席の いらっしゃい のように 聞こえる が、 これ は、 

いざい ざ、 いで や、 という ほどの 勢いの 掛声と 思えば 

ゆい。 

「しゃ あつ！ 八 貫 I ゥん、 八 貫、 八 貫、 八 貫と 十ゥ 

九 貫か、 九 貫と 十ゥ だ、 …… 十 貫！」 

目の 下お よそ 八寸 ばかり、 濡 色の 鯛 を 一 枚、 しるし 

ばんてん じ ま つつ ッぽ 

半纏と いう 処を、 めくら 縞の 筒袖 を 両方 大 肌脱ぎ、 毛 

つりみ むこうはちまき 

だらけの 胸へ、 釣 身に 取って、 尾 を 空に、 向 顧 巻の 結 

ま 

びめ と 一 所に、 ゆらゆらと 刎ねさせながら、 掛声で そ 

めかた うお かしら ひざがしら 

の 量 を 増す ように、 魚の 頭 を、 下腹から 膝頭 へ 、 じ 



に、 低声で 云った。 

「そう。 でも 大鯛 をせ るのに は、 どこでも ああす るの 

じゃァ ありません 9 」 

うしろ のぞ 

人 だち の 背後から 視 いていた のが、 連立って 歩き 出 

して、 

「 …… と言われ ると、 第 一 、 東京の 魚河岸の 様子 もよ 

く 知らないで、 お 恥 かしい よ。 ここで 言って は 

だしぬけ いずも 

唐突で、 ちと 飛 離れて いる けれど、 松 江 だね、 出 雲の。 

…… 茶 町と いう 旅館 間近の 巿 場で 見た の は 反対 だつ け 

—— 今の …… 」 

外套の 袖 を 手で 掲げて、 



引 をす るんで すよ。 そういって は、 十 貫十ゥ の、 いま 

しか みんな 

の 親 仁に 叱られる かも 知れない けれど、 皆が 

れんこん いちば 

蓮根 巿場 というく らいなん です わご 

「成程、 大きに。 —— しかも その実、 お前さんと …… 

むかしの 蓮 池 を 見に、 寄 道 をし たんだつ け ご 

と、 外套 は、 洋杖も 持たない 腕 を 組んだ。 

話の 中には —— この 男が 外套 を 脱ぐ 必要 もな さそう 

だから、 いけ ぞんざい だけれ ども、 懇意ず く、 御免 を 

こうむって、 外套 氏と してお く。 ただ 旅客で も 構わな 

ヽ o 

レ 

が、 私の この 旅客 は、 実は 久しぶりの 帰省 者で あつ 



かれ つ れ 

た。 以前に も 両三 度 聞いた —— 渠の 帰省 談の 中の 同伴 

きりょう いとこ 

は、 その 容色よ しの 従姉な ので あるが、 従妹 は あいに 

おまいり 

く 京の 本山へ 参詣の 留守で、 いま 一所な の は、 お 町と 

いう その 娘 ：•：. といつ て も 一 度 縁 着いた 出戻りの 二十 

ベ っぴん さえかえ うらら 

七 八。 で、 親 まさりの 別嬪が 冴 返って 冬空に 麗 かで 

しま 

ある。 それでも、 どこか ひけめの ある 身の、 縞のお め 

ほつ そ かかえこ 

しも、 一 層な よ やかに、 羽織の 肩 も 細りと して、 抱 込 

んで やりたい ほど、 いとしら しい 風俗で ある。 けれど 

くるわ 

も 家業 柄 II 家業 は、 土地の 東の 廓で II 近頃 は 酒 

場 か、 カフェ ー の 経営 だと、 話す のに 幅が利く が、 困つ 

た 事に はお 茶屋、 いわゆる おん 待合 だから、 ちと 申 憎 



「温泉？」 

「いま 通って 来たじゃありません か、 おじさん ご 

こおろぎ 

「ああ、 あの 紺屋の 物干 場と 向い合った ：•：. 蟋蟀が な 

いていた ：：： 」 

蟋蟀 は …… ここで も 鳴く。 

「その 紺屋 だって、 あつたの は 昔です わ。 垣 も 何にも 

くさつ ぱ 

なくなって、 いま は 草 場でした わね ご 

「そうだつ けな —— 実は、 あのなら びに 一人、 おなじ 

小学校の 組の 友 だち が 居て ね。 …… 八 田な にがし… 

〜」 

まん まつぶ 

「そのお 飯粒 で 蛙 を 釣って 遊んだ つ て、 御 執心の、 蓮 



煙突 も 真正面で、 かえって、 あんなに 高く 見えな かつ 

あかり 

たもんだ から、 明 取 りかと 思った つけ。 …… 映画の 

明 取り はちと 変 だね。 どうかし ている ご 

と 笑いながら、 

「そうかい、 温泉 かい …… こんな 処 にご 

「沸 すんで すよ …… ただの 水 を ご 

「ただの 水 はよ かった、 成程。」 

「でも、 温泉と いった 方が 景気が いいからで すわ。 そ 

むじな 

してね、 おじさん、 いまの、 あれ、 狢の 湯って いうん 

です よご 

「狢の 湯 9 …… 」 



「そんな 事 …… お 祭 だなん のとい つて、 一口 飲みた く 

なつたん じゃあ、 ありません？ おつかさん (外套 氏 

の 従姉 をい う) ならです けど、 ゆ 厭よ、 私、 こんな 処 

で、 腰掛けて 一 杯なん ぞご 

とうがらし 

「大丈夫。 いくら 好きだって、 蕃椒で は 飲めない よご 

と 言った。 

まっか 

巿場を 出た 処の、 乾物屋と 思う 軒に、 真紅な 蕃椒が 

おびた だ しにせ 

夥多し い。 …… 新開ながら 老舗と 見える。 わかめ、 あ 

らめ、 ひじき など、 磯の 香も芬 とした。 が、 それが 時 

雨で も 誘いそう に、 薄暗い 店の 天井 は、 輪に かがって、 

くるば ぶ 

棒に して、 揃えて 掛けた、 車 麩で 一杯であった。 



人間の 狸が 居る から ご 

と、 大きに 蓮 葉で、 

「権ち やん —— 居る の ご 

獣なら ば 目が 二つ 光る だろう。 あれで も 人が 居る か 

と 思う。 透かして 見れば 帳場が あって、 その 奥から、 

しき 

大 土間の 内側 を 丸太で 劃った —— (朝市が そこで 立つ) 

し.？ り 

—— その 劃の 外側 を 廻って、 右の 権ち やん …… めく 

じ ま つつ ッぽ ふところで つっぱ おっとせい 

ら 縞の 筒袖 を 懐手で 突 張って、 狸よ リ腽肭 臍に 似て、 

あら くるわ 

二 タニタ と 顕われた。 廓の 美人で 顔が きく。 この 権 

ちゃんが 顕われる と、 外 土間に 出張った 縁台に 腰を掛 

ける のに —— 巿が 立つ と 土足で 糴上 るの だからと、 お 



町が 手 巾で よく 払いて、 縁台に 腰 を 掛ける の だから、 

じかに 七輪の 方が いい、 そち こち、 お八つ 時分、 薬罐 

の 湯 も 沸いて いようと、 遥な 台所 口から その 権ち や 

んに 持って来させて、 御 挨拶 は 沢山 …… 大きな 坊や は、 

こう 見えても 人見知り をす るから、 とくる りと 権ち や 

んに 背後 を 向かせて、 手で 叩く 真似 をす ると、 えへ へ、 

と 権 ちゃんの 引 込んだ 工合が、 &は 結ばない が、 姉 さ 

んの 妖術 に 魅った ようであった。 

通り雨 は 一 通り 霽 つたが、 土 は 濡れて、 冷くて、 

かわせみ すべ かたづ ま はしょり 

翡翠の 影が 駒下駄 をヒ つて また 映る … … 片棲 端折に、 



る。 ：•：. 暗い 中に、 三つ 並んで いるんで すご 

「あの、 鹿 落 ご 

ほのか 

と、 瞳 を 凝らした、 お 町の 眉に、 その 霧が 仄 にう っッ 

た。 

「三階の 裏 階 子 を 下りた 処だ わね、 三つ 並んだ ご 

「どうかした かいご 

「どうして …… それから ご 

お 町 は 聞 返して、 また 息 を 引いた。 

まんなか 

「その 真中の 戸が、 バタン …… と ご 

「あら …… 」 

「いいえ さ、 怯 かすん じゃあない。 そこで、 いきなり 



開い たんだと、 余計 驚いた ろうが —— 開いて いたんだ 

よ。 ただし、 開いて いた、 その 黒い 戸の、 裏桟 に、 白 

ひとすじ つたわ 

いものが 一条、 うねうねと 伝って いる ご 

「 」 

「どこから か、 細目に 灯が 透く のか しら 9 その 

端の、 ふわりと 薄匾 つたい 処へ、 指が 立って、 白く 刎 

と しま 

ねて、 動いた と 思う と、 すッと 扉が 閉 つた。 招いた よ 

じょ-つ だん 

うな 形 だが、 串戯 じゃあない、 人が 行った ので 閉めた 

のさ。 あとで 思っても まったく 色が 白かった、 うつく 

しい 女の手 だよ —— あ、 どうした ご 

その 唇が、 眉と ともに 歪んだ と 思う と、 はらり と 薫つ 



ひや まるまげ ハンケ チ ひとえ 

て、 胸に 冷り、 円 鬍の手 巾の 落ち かかる、 一 重 だけ は 

隔てた が、 お 町の 両の手が、 咄嗟に 外套の 袖 をし ごく 

ひきつ か とりすが 

ばかりに 引摑ん で、 肩と 袖で 取鎚 つた。 片 棲の 襦袢が 

散って、 山茶花の ように こぼれた。 

この 身 動ぎ に、 七輪の 慈姑が 転げて、 コンと 向う へ 

ひとつ ひとだま 

飛んだ。 一個 は、 こげ 目が 紫 立って、 蛙の 人魂の よう 

に 暗い 土間に 尾 さえ 曳く。 

ビィル 

しばらく すると、 息つ ぎの 麦酒に、 色 を 直して、 お 

町が 蛙の 人魂の 方 を 自分で 食べ、 至極 尋常な の は、 皮 

を剝 がして、 おじさんに 振舞った くらいで あるから。 

I— 次の 話が、 私 はじめ、 読者 諸君 も 安心して 聞く こ 



と を 得る ので ある。 

一体、 外套 氏が、 この 際、 いまの 鹿 落の 白い 手 を 言 

出した の は、 決して 怪談が かりに 娘 を 怯 かすつ もりの 

ものではなかった。 近間で は あるし、 ここ を 出たら、 

それ こそ、 ちちろ 鳴く 虫が 糸 を 繰る 音に 紛れる、 その 

しいの き つるべ あずき ばけ 

椎樹 —— (釣瓶お ろし) (小豆と ぎ) などい ぅ怪 もの は 

伝統的に つきものの —— 樹の下 を 通って 見たかった。 

くるまぶ おび 

車 麩の 鼠に 怯えた 様子で は、 同行 を 否定され そうな 形 

勢だった 処 から、 「お 町さん、 念仏 を 唱える ばかり 吃驚 

かわや 

した、 厠の 戸の 白い 手 も、 先へ 入って いた 女が、 人影 



まんなか 

「 —— そういえば 真中の はなかった よ、 …… 朝になる 

と。 …… じゃあ 何 か 仔細が あるの かいご 

「おじさん —— それじゃ、 おじさん は、 幽霊 を、 見た 

んで すね ご 

「幽霊 を ご 

「もう 私 …… 気味が 悪い の、 可 厭 だ なぞって、 そんな 

おしの 

押 退ける ような こと 言えません わ。 あんまり 可哀想な 

方です もの。 それ はね、 あの、 うぐい (鹹) 亭 —— ずッ 

と 河 上の、 川魚料理 …… ご存じで しょうご 

きのう ひる 

「知って ると も。 —— 現在、 昨日の 午餉は あすこで 食 

い うち 

ベた よ。 閑静で、 落着いて、 しんみりして 佳い 家 だが、 



かわら ほった て ごや 

張った 低い 磧の 岸に、 むしろが こいの 掘 立 小屋が 三 

つば かり 築の 崩れた ような のがあって、 古 俳句の —— - 

短夜 や (何とかして) 川 手水 —— がそつ くり 想 出され 

の ざん まい さんか 

た。 そこが、 野 三昧の 跡と も、 山窩が 甘い 水 を 慕って 

出て 来る ともいう。 人の 灰 やら、 犬の 骨 やら、 いずれ 

不気味な その 部落 を 隔てた 処に、 幽に その 松原が 黒 

く 乱れて 梟が 鳴いて いるお 茶屋だった。 —— 鹹、 脆、 

鮒の 類 は 格別、 亭で 名物に する 一 尺の &魚 は、 娘 だか、 

えんしょく けそう かわお そ くだん 

妻女 だか、 艷 色に 懸 相して、 獺が 件の 柳の 根に、 

ひれ にしきぎ うわさ 

鰭 ある 錦 木に する の だと 風説した。 いささか、 あやか 

しがつい ていて、 一層 寂れた。 鵜の 啣 えた 鮎 は、 殺生 



その 夜、 松の 中 を 小 提灯で 送り出た、 中京、 名古屋 

の 一 客 —— 畜生め 色男 —— は、 枝 折 戸口で 別れる のに、 

くるわ 

恋々 としてお 藻 代 を 強いて、 東の 新地 II 廓の 待合、 

あけぼの うち 

明 保 野と いう、 すなわちお 町の 家まで 送って 来させた。 

なじみ 

お 藻 代 は、 はじめから、 お 町の 内に 馴染で はあった が、 

それが 更 めて 深い 因縁に なった ので ある。 

「あの 提灯が 寂し いんです わ …… 考えて みます と …… 

雑で、 白 張の ようなん です もの ご —— 

「うぐい。」 —— と 一 面 —— 「亭」 が、 まわしが きの 裏 



にある。 ところが、 振 向け 方で、 「うぐい」 だけ 黒く 浮 

ま- リじ 

いて 出る と、 お経で はない、 あの 何とか、 梵字と かの 

とち 

ようで、 卵塔場の 新 墓に 灯れて いそうに 見える から、 

さんぜそう 

だと 解く。 —— この、 お 町の 形象 学 は、 どうも 三世相 

ごうとう 

の鼇 頭に ありそうで、 承服し にくい。 

それ を、 しかも 松の 枝に 引 掛けて、 —— 名 古 屋の客 

めいど かどで 

が 待って いた。 冥途の 首途を 導く ようじゃありません 

さつきやみ 

か、 五月闇に、 その 白 提灯 を、 ぼつと 松林の 中に、 と 

いう。 …… 成程、 もの 寂し さは、 もの 寂しい …… 

話 はちよ つと 前後した —— うぐい 亭 では、 座つ きに 

よくば ちょうじ 

月 雪花。 また 少々 慾 張って、 米俵 だの、 丁字 だの、 そ 



よ-つす 

「いや、 どうも その 時の 容 子と いったら ご —— - 

名 古 屋の客 は、 あとで、 廓の 明 保 野で —— 落雁で 馴 

染の 芸妓 を 二三 人 一座に —— そう 云って、 燥ぎ もし 

たの だそう で。 

落雁 を 寄進の 芸妓 連が、 …… 女中 頭で は あるし、 

披露め のた めなん だから、 美しく 婀娜 なお 藻 代の 名 だ 

け は、 なか 間の 先頭に かき 込んで おくのであった。 

きのう 

—— 断る まで もない が、 昨日の 外套 氏の 時の 落雁に 

は、 もはやお 藻 代の 名 だけはなかった。 —— 

さて、 至極 古風な、 字の よく 読めない 勘定が きの 受 



取が 済んで、 そのうぐ い 提灯で 送って 出る と、 折 戸 を 

前にして、 名 古屋の 客が 動か なくなった。 落雁の 芸妓 

を 呼びに 廓へ 行く。 是非 送れ、 お 藻 代さん。 …… 一見 

は 利かず とも、 電話で 言 込めば、 と 云っても、 威勢よ 

く 酒の 機嫌で 承知 をし ない。 そうして、 袖た けの 松の 

樹 のように 動かない。 そんな 事で、 誘われる ような 

婦 ではなかった のに、 どういう 縁 か、 それで は、 おか 

みさん に 聞いて 許し を 得て。 …… で、 おも 屋に 引返し 

た あと を、 お 町が いう 処の、 墓所の 白 張の ような 提灯 

を 枝に かけて、 しばらく 待った。 その 薄い 灯で、 今度 

きのこ さま あおむ しゃが 

は、 蕈が 化けた 状で、 帽子 を W 向けに 踞ん でいて 待 



まつ そ 

「 —— 藤 紫の 半襟が 少し はだけ て、 裏 を 見せて、 繊リ 

肌襦袢の 真紅な のが、 縁の 糸と かの、 燃える ように、 

しずか まぶた 

ちらちらして、 静に瞼 を 合わせて いた、 お 藻 代さん 

の 肌の 白い こと。 …… 六 畳 は 立籠め て あるし、 南風 気 

ぴん 

で、 その上 暖か 過ぎた でしよう。 鬢の 毛が ねつと りと、 

あの 気味の 悪い ほど、 枕に 伸びた、 長い、 ふつく りし 

うつす あお 

たの どへ まつわって、 それでいて、 色が 薄り と 蒼 いん 

まつ そ 

です つて。 …… 友染の 夜具に、 裾 は 消える ように 細 

リ しても —— 寝 乱れよ、 おじさん、 家業で ^ 妓衆 のな 

んか 馴れて いても、 女中 だって 堅い 素人なん でしよう。 

名 古屋の 客に 呼ばれて …… お 信 —— ええ、 さっき 私た 



いちょうが えし 

ち 出しな に 駒下駄 を 揃えた、 あの 銀杏 返 の、 内の あの 

女中です わ —— 二階 廊下 を 通りが かりにね、 (おい、 ね 

えさん か、 湯 を 一 杯。) …… 

ひや まくらもと 

(お 水 を 取 かえて 参りましょう か。) 枕頭に あるんで 

すから。 (いや、 熱い 湯 だ。 …… 時々 こんな 事が ある。 

飲 過ぎた と 見えて 寒気が する。) …… これが 襖 越しの 

やりとりよ。 …… 

私 9 …… 私 は 毎朝の ように、 お 山の 妙 見様へ お参り 

に。 おつかさん は、 まだ 寝床に 居たん です。 台所の 

ゆわかし たぎ ゆわかし 

薬罐に ぐらぐら 沸った の を、 銀の 湯 沸に 移して、 塗 盆 

で 持って 上って、 (御免 遊ばせ。) 中庭の 青葉が、 緑の 



霞に 光って、 さし 込む 裡に、 いまの、 その 姿でしょう。 

な しごき むし 

II 馴れない 人 だから、 帯 も、 扱 帯 も、 羽衣で も撑っ 

たように、 ひき 乱れて、 それ も 男の 手で 脱がされ たの 

ときいろ 

が 分ります。 —— 薄い 朱鷺 色、 雪 輪なん です もの、 ど 

こが 乳 だか、 長 襦袢 だか。 —— 六 畳 だし …… お 藻 代 さ 

んの 顔の 前、 枕まで は ゆきに くい。 お 信が、 ぼうとな つ 

て、 入口に 立ちます とね、 (そこへ。) と 名 古屋の 客が 

しきぶとん 

おっしゃる。 …… それなりに 敷 蒲団の 裾へ 置いて 来た 

そうです が。」 

外套 氏 は 肩をすくめた。 思わず 危険 を 予感した。 

「名 古屋の 客が 起 上りし な、 手 を 伸ばして、 盆 ごと 取つ 



すべ 

て、 枕頭へ 宙を 引く トタンに 塗 盆 を、 u つたんで す。 ま 

とびかか いきおい 

るで、 黒雲の 中から 白い 猪が 火 を 噴いて 飛蒐る 勢 で、 

お 藻 代さん の、 恍惚した その 寝顔へ、 蓋 も 飛んで、 

あおむ 

仰向けに、 熱湯が、 血です か、 蒼い 鬼火で しょうか、 

玉 を やけば 紫で しょうか …… ばつと 煮えた 湯気が 立 つ 

力ま 

たでしょう。 …… お 藻 代さん は、 地獄の 釜で 煮られた 

ん です。 

あの、 美しい、 鼻 も 口 も、 それ ッ きり、 人に は 見せ 

ず …… 私たち も 見られません ご 

「野郎 はどうした ご 

と 外套 氏の 膝の 拳が 上った。 



「それ はね、 です が、 納得ず くです。 すっかり 身支度 

をして、 客 は 二階から 下りて 来て —— 長火鉢の 前へ 起 

きて 出た、 うちの 母の 前へ、 きちんと 膝に 手 をつ いて、 

( —— ちょっと 事件が 起り ました。 女 は 承知です。 す 

ぐ 帰ります から。) 

分外な お金 子に 添えて、 立派な 名刺 を —— これ は 極 

秘に、 と 云って お出しな すった そうです が、 すぐに 式 

台へ 出なさい ますから、 (ちょっと どうぞ、 旦那。) と 

引 留めて 置いて、 まだ 顔 も 洗わなかった そうです けれ 

ど、 トン トンと、 二階へ 上って、 大急ぎで 廊下 を 廻つ 

て、 襖の 外から、 



( —— 夫人さん —— ) 

ひ つ そりして いたそう です。 

( —— 夫人さん、 旦那 様 はお 帰りになります が。) —— 

ものに 包まれた ような、 ふくみ 声で、 

(いらして、 またお いで あそばして …… ) —— - 

と、 震えて、 きれぎれに 聞こえた つて 言います。 

おじさん、 妙 見様から、 私が 帰りました 時 はね、 も 

う 病院へ、 母が ついて、 自動車で 行った あとです。 お 

ハンケ チ ハンケ チ 

信 たちのい うので は、 玉子 色の 絹の 手 巾で 〔# 「手 巾で」 

は 底本で は 「手 巾て 匕 顔 を 隠した、 その 手 巾が、 もう 

附着いて いて 離れな いんです つて。 …… 帯 をし める の 



あかいと はしぬ い 

にも。 そうして 手 巾に (もよ) と 紅 糸で 端 縫 をした の 

かみし 

が、 苦痛に ゆがめて 嚙緊 める 唇が 映って 透く ようで、 

えりあし 

涙 は 雪が 溶ける ように、 頸 脚へまで 落ちた と 言い ま 

すご 

いけな 

「不可い …… 」 

*o CJ こノこ 

外套 氏 は、 お 町の 顔に 当てた 手 巾 を 慌 しく 手で 

払った。 

雨が 激しく 降って 来た。 

「 …… 何とも 申 様がない …… しかし、 そこで 鹿 落の 温 

泉へ は、 療治に 行った とで もい うわけ かね ご 

「湯治 だなん のって、 そんな 怪我で はない のです。 療 



と やけど 

治 は 疾うに 済ん だんです が、 何しろ 大変な 火傷で しょ 

う。 ず ッと親 もとへ 引 込んで いたんで すが、 片親です、 

おふくろ ばかり —— 外へ も 出ません。 私たちが 行って 

逢う 時 も、 目 だけ は 無事だった そうです けれども、 す 

みの 目 金 を かけて、 姉さん かぶ リ をして、 口に は マス 

クを 掛けて、 御 経 を 習って いました。 お 客から、 つけ 

届け はちゃん とあります が、 一度 来る といって、 一年 

たち 三年た ち、 …… もっとも、 沸 湯 を 浴びた、 その 時、 

( —— 男 を 一 人助けて 下さい。 …… 見 継ぎ は、 一 生す 

る。) —— 両手 をつ いて、 言つ たんです つて。 

ひとよ なさけ 

お 藻 代さん は、 ただ 一夜の 情で、 死んだ つもりで、 



なさけ うつとう 

…… 情ない わけね え。 …… 鬱陶しい 目 金 も、 マスク も、 

ま つ 

やっと 取って、 はばかりの 中です よ。 —— それで 吻と 

おおき はしごだん いわやま なが 

して、 大な階 子 段の 暗 いのも、 巌 山を視 める ように 珍 

らしく、 手水 鉢に 筧の かかった 景色 なぞ …… 」 

「ああ、 そうか ご 

「うぐい 亭の庭 も 一所に、 川 も、 山 も、 何年ぶ りか、 

のぞ 

久しぶりで 見る 気がして、 湯 ざめ で 冷くなる まで、 靦 

いたり、 見廻したり、 可哀想じゃありません か。 

—— かきおきに あつたん です —— 

ハツと 手 をのば して、 戸 を 内へ 閉めました。 不意に 

人が 来たんで すね。 II それが 細い 白い 手よ ご 



「むむ、 私の ような 奴 だ ご 

と 寂しく 笑いつつ、 毛 肌に なって 悚 とした。 

す さま ひつく リ かえ 

「ぎ やっと 云って、 その 男が、 凄じい 音で 顚動 返って 

しまったん です つてね。 …… 夜番 は 駆けつけます わ、 

人 は 騒ぐ。 気の毒 さも、 面目な さも 通 越して、 ひけめ 

の あるの は 大火 傷の 顔のお 化でしょう。 

あきら 

もう 身 も 世 も 断念め て、 すぐに 死 場所の、 …… 鉄道 

線路へ …… 」 

かわや 

「 厠 からすぐ だろう か"」 

「さあね、 それが ね、 恥 かし さと 死ぬ 気の、 一 念で、 

突き破つ たんで しょうか。 細い 身体なら 抜けられ るく 



らい 古 壁 は 落ちて いたそう です けれど、 手も浄 めずに 

出た なん ぞ つて、 そんなの は、 お 藻 代さん の 身に 取つ 

いや かきおき 

て 私 は 可 厭。 …… それ だと どこで 遺書が 出来ます。 I 

I 礫 かれた の は、 やっと 夜の 白み かかった 時 だってい 

うんです もの。 もっとも (幽 なお 月 様の 影 をた より 

に) そうかいても あるんで すけれ ども。 一 旦 座敷へ 

帰つ たんです。 一生懸命、 一大事、 何 かの 時、 魂 も 心 

も 消える といえば、 姿 だって、 消えます わ。 三枚 

目の 大男の 目 を まわして いるま わりへ 集まった 連中の 

前 は、 霧の ように、 スッと 通って、 悠然と 筧で 手水 を 



れ たんでしょう。 血の 池で、 白魚が 湧いた ように、 お 

藻 代さん の、 顔 だの、 頰 だのが。 

堤防 を 離れた、 電信の はりがねの 上の、 あの 辺 …… 

崖の 中途の 椎の 枝に、 飛 上った 黒髪が —— 根 をく るく 

さかさ まっくろ こみの 

ると 巻いて、 倒に 真黒な 小 蓑 を 掛けた ようになって、 

それでも、 優しい 人です から、 すんなりと 朝露に 濡れ 

ていました。 それでいて 毛筋 をった わって、 落ちる 

しずく たま 

I 卞が 下へ 溜って、 血だった そうです ご 

「寒くな つた。 …… 出よう じ やない か。 —— ああ 西日 

とうがらし 

が 当る と 思ったら、 向う の 蕃椒 か。 慌ててい る。 が 

雨は霽 つた ご 



さ つ さ 

ぜ だか、 前 刻い つた —— 八 田 —— 柑屋の 干 場の 近くに 

うち 

家の あった、 その 男の ような 気がした よ。 小学校 以来。 

それ だって 空な 事 過ぎる が、 むかし 懐かし さに、 ここ 

あ る 

いら 歩行 かないと は 限らない。 —— 女づれ だから、 

ちょっと 言 を 掛け かねたろう。 …… 

それ だと、 あすこで 一杯 やり かねない 男 だが、 もう 

ちと 入 組んだ 事が ある。 —— 鹿 落 を 日暮方 出て 此 地へ 

まむ こ-つ 

来る 夜汽車の 中で、 目の 光る、 陰気な 若い 人が 真 向に 

居て ね。 私と 向い合う と、 立 掛けて あった 鉄砲 —— あ 

しんちゅう 

れは 何とかい う 獵銃さ —— それ を 縦に 取って、 真鍮 

の 蓋 を、 コッ コッ 開けたり、 はめたり する。 長い 髪の 



毛 を 一 振 振りながら、 (獵師 と 見えます か。) ニヤ リと 

笑って、 (フ フン、 世 を 忍ぶ —— 仮装です よ。) と 云つ 

ほお じろ 

てね。 袋から、 血 だらけな 頰白 を、 (受取って くれた ま 

うちが ね 

え。 ) —— そう いって、 今度 は 銃 を 横 へ 向けて 撃 鉄をガ 

チンと 掛け るんだ。 (麁葉 だが、 いかがです。) II 貰 

いもの じゃある が 葉巻 を 出す と、 目 を 見据えて、 (贅沢 

な もの を やります な、 僕 は、 主義と して、 そういう も 

の は 用いないです。) またそう い つ て、 撃 鉄 を 力 チッと 

行る。 

さんだん 

貰い ものの 葉巻 を 吹かす より、 霰弾で 鳥 を ばらす 方 

が、 よっぽど 贅沢 じ やない か、 と 思った けれど、 何し 



ひっそり 

「大きな 店ら しいのに、 寂寞して いる。 何屋 だろう ご 

「有名な、 湯葉 屋で すご 

「湯葉 屋 —— 坊主に なり 損 つた 奴の、 慈姑と 一 所に、 

大好きな もの だよ。 豆府の 湯へ 箱 形の 波 を 打って、 皮 

のぞ 

が 伸びて 浮く 処を すくい 上げる。 よく、 東の 市場で 視 

いたつ け。 …… あれ は、 面白い ご 

「入つ てみ ましょう ご 

「障子 は 開いて いる —— はは あ、 大きな 湯の 字 か。 こ 

ん度は 映画と 間違えなかった。 しかし、 誰も 居ない が、 

1 1 , ヽゝ、 o 一 

レカ レ 」 

「何 かいったら、 挨接 をし ます わ。 ちょっと 参観に、 



こうじまち ぎぼうし 

家内と 一 所に、 麴町六 丁目、 擬宝珠 屋根に 桃の 影 さす、 

はなみ どう もう えんま どう 

真 宝 寺の 花 御堂に 詣 でた。 寺 内に 閻魔 堂が ある。 遠 藤 

さんが 扉を視 いて、 袖で 拝んで、 

「お釈迦 様と、 お 閻魔さん と は、 どういう 関係が ある 

ん でしよう ご 

唯今、 七 彩 五色の 花 御堂に 香水 を 奉仕した、 この 三 

ようぼん 

十 歳の、 竜 女の、 深甚 微妙なる 聴 問に は 弱った。 要 品 

どくじゅ お ぼっか 

を 読誦す る 程度の 智識で は、 説教 も 済度 も 覚束ない。 

「いずれ、 それ は …… その、 如是我聞 という 処で すが 

ね。 と 時に、 見附 を 出て、 美 佐 古 (鯧屋 ) はいかが で 

すご 



と 家内 も 云った。 少し 遠慮して、 間 をお いて、 三人 

ひと こうじん はなびら 

で 斉しく 振 返る と、 一 脈の 紅塵、 軽く 花片 を 乗せな が 

ら、 うしろ 姿 を 送って 行く。 …… その 娘 も、 町の 三 辻 

の処で 見返った。 春闌 に、 番 町の 桜 は、 静 である。 

ま や ぶ に ん すみやか 

家へ 帰って、 摩耶 夫人の 影像 —— これ だと 速 に 説 

さ つ- き 

教が 出来る、 先刻の、 花 御堂の、 あかちゃんの 御 母ぎ 

み —— 頂 餅と 華 を ささげた のに、 香 をたい て、 それ か 

ら記 しはじめた。 

昭和 六 ( 一 九 三 一 ) 年 七月 
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